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特集：高校生のためのオープンキャンパス2009開催
　　　役員就任・退任の挨拶
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　７月１日（水）小柴ホールにおいて、潘基文国連事務
総長と学生とのタウンミーティングが開催され、本学学
生等約 160名の参加があった。
　タウンミーティングでは、田中明彦理事（副学長）の
歓迎挨拶の後、潘基文国連事務総長が「United Nations: 
Facing Today’s Global Challenges」と題した講演を行
い、その中で気候変動問題、核不拡散、経済危機、国連
改革など、多岐にわたる話題に触れた。また、講演後、
学生との質疑応答が行われ、事務総長はさまざまな質問
に丁寧に応対され、盛況のうちに終了した。

講演を行う潘基文国連事務総長

質問を行う学生

　７月３日（金）本郷キャンパス小柴ホールにおいて、
本学安全の日を記念して安全講演会が開催され、約 200
人が参加した。
　本年７月４日は八丈島にて農学生命科学研究科の山下
高広氏が潜水作業中に殉職する事故が発生してから４年
となる。本学では７月４日を全学安全の日と定め（講演
会は７月３日に開催）、事故の記憶を風化させることな
く、教育研究活動における安全衛生の向上、事故災害の
発生防止、安全意識の向上、安全文化の定着に取り組む
ことが新たに決意された。
　冒頭、濱田純一総長より「昨年来の農場に於ける農薬
管理問題に示されるように、至らないところが極めて多
い。本学の安全管理のありかたについて再度根幹から見
直し、社会からの信頼を回復しなければならないと痛感
している。」との挨拶があった。
　今年のテーマは、「ヒューマンエラー」（事故原因とな
る人間の過誤（ミス）を考える）であった。立教大学の
芳賀繁教授による第１部では、エラーが起きる人間のメ
カニズムについて実技を交えながら体験し、その対策に
ついてさまざまな角度からの分析があり、今後どう大学
の安全衛生に反映させたらよいかなどの質疑応答が行わ
れた。また第２部では工学系研究科の中尾政之教授、農
学生命科学研究科の吉川泰弘教授より東大内の事故タイ
プ別集計の紹介、実際の事故事例の紹介と状況分析、実
際の再発防止に向けた取り組みについて講演及び質疑応
答が行われた。

「潘基文国連事務総長と学生とのタウ
ンミーティング」開催される

本部国際企画グループ

「安全講演会」、開催される
本部環境安全グループ
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総長による冒頭挨拶

文字を書いてエラー体験中の参加者

みなさん、どっちかわかりますか？

　７月８日（水）武田先端知ビル５階、武田ホールにて、
第３回の DIASフォーラムが開催された。折しも第３期
科学技術基本計画の中間フォローアップがまとめられた
時期と重なり、今回のフォーラムでは、DIASの革新的
データ基盤技術開発を元に、分野間連携の促進、科学知

の創造と国民目線での公共的利益の創出、さらには、科
学技術外交への貢献を目指して、関連の府省及び機関の
専門家によるパネルディスカッションを開催すること
で、DIASにおける今後の開発の方向性について議論が
行われた。
　当日は、観測データや数値予測情報の保有・提供機
関、DIASの開発関連機関、および本システムにより提
供される統融合情報の利用者（ユーザーサイド）から、
DIASの研究に直接関心を寄せてくださる皆様にご参加
いただき、全体でおよそ 120名のご出席があった。
　13時からの開会式では、まず、本学の松本洋一郎理
事（副学長）より DIASの研究推進について激励のお
言葉とともに、開会のご挨拶をいただいた。続いて、ご
来賓として、総合科学技術会議の相澤益男議員からは、
「DIASが多種多様な地球観測データを統合することに
よって、新たな知を創出し、それを公共的利益につなげ
ていくということにもっとも関心をおいている」とのご
挨拶をいただいた。文部科学省大臣官房の田中正朗審議
官からは、「気候変動の影響評価、緩和策、適応策への
取り組みに対して、DIASのシステムが、府省連携の共
通のプラットフォームとなり、精度の高い情報を発信し
ていくこと、気候変動に向けた本格的な第一歩となるこ
とを祈願する」とのお言葉を頂戴した。

松本洋一郎理事（副学長）のご挨拶

相澤益男議員のご挨拶

田中正朗審議官のご挨拶

第３回データ統合・解析システム
（DIAS）フォーラムを開催

地球観測データ統融合連携研究機構
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のセッションと、「総合討論」の４部構成で行われ、海
洋アライアンスならではの幅広い研究・教育活動につい
ての発表があった。
　開演に先立ち、浦環機構長があいさつを述べ、同時に
海洋アライアンスの活動内容も紹介した。　
　「海の研究最前線」では、九州西方沿岸域を襲う巨大
波「あびき」の発生メカニズムやメタンハイドレートの
資源としての可能性、地球温暖化が海にもたらす影響に
ついての発表があり、参加者から多くの関心を集めた。
「海を取り巻く諸問題」では、水没の危機にある沖ノ鳥
島を維持する取り組みや日本型海洋保護区の特徴とその
国際的な位置づけ、さらには海賊対策の現状と法的対応
といった多岐にわたる発表が行われた。
　「明日の海洋学をめざして」では、音響映像による水
中生物の観測技術や「バイオロギングサイエンス」*と
いった最先端研究が紹介された。また子供たちを対象と
した、白鳳丸見学ツアーや実習の様子も紹介された。

シンポジウムの様子

　最後に以上の３セッションを踏まえた総合討論が行わ
れた。参加者から多くの質問や感想・意見が寄せられ、
海洋研究に対する関心の高さを窺うことができた。

　海洋アライアンスのイベント・活動情報はホームペー
ジをご覧ください。
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp

質疑応答の様子

*計測機器を海洋動物に装着して水中行動と環境の情報を把
握し、海や海洋動物の未知の世界を総合的に理解するシステ
ム科学

　プログラム中盤の 15時からは、会場ロビーにて、
「DIAS利用研究から見た連携の可能性について」とい
うテーマで、30枚の研究紹介ポスターが掲示され、参
加者と研究者のあいだで、歓談しながらのポスターセッ
ションがあった。また後半 15時 50分からは、特別セッ
ション「連携による科学知と公共的利益の創出を目指し
て」が行われた。連携を目指す府省・機関の代表者と、
DIAS研究開発側の代表者を合わせて、13名のパネリス
トにご登壇いただいた。そして、各機関からの DIASへ
の期待などを語っていただき、進行役の小池俊雄機構長
からは、次のような四つの視点が示され、さらに議論が
続いた。
------------------------------------------------------------------------------------------------
1. 分野連携をどう戦略的に推進するか？
2. 観測、予測、それを政策決定に至るまで、
 人々がうごく、つなぐシステム
3. プロトタイプから実用化へ展開するときの戦略
4. 国際貢献
------------------------------------------------------------------------------------------------
　会場からは、「連携の難しさ」について、日米の国民
性の違いから見た質疑応答がなされるなど、たいへん興
味深い議論が続き、盛況のうちに閉会した。

パネルディスカッションの風景

　尚、本フォーラムについて、ご興味をお持ちの方は事
務局へご連絡ください。次回のご案内をお送りいたしま
す。当日の発表内容など詳細は、DIASホームページに
随時更新され、ご覧いただけます。
http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/dias/
問合せ先：EDITORIA事務局
　　　　　03-5841-6132　内線 26132　

　７月 14日（火）弥生講堂にて、海洋アライアンスシ
ンポジウム・第４回東京大学の海研究「海の現在と明日」
が開催され、学内外から 300人以上の参加者が集まった。
　今回のシンポジウムでは、「海の研究最前線」「海を取
り巻く諸問題」「明日の海洋学をめざして」という３つ

第４回東京大学の海研究「海の現在
と明日」開催される

海洋アライアンス
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　教職員ならびに卒業生の方々からの寄附金で運用され
ている「外国人留学生支援基金」は、平成 21年度第１
回奨学生（奨学金月額５万円／支給期間：平成 21年４
月～平成 22年３月）として 20名の留学生を採用し、７
月 14日（火）に奨学生証書授与式を開催した。

謝辞を述べる方乙晴さん

　式は、田中明彦理事（副学長）（留学生支援基金運営
委員会委員長）、小島憲道理事（副学長）（同委員会副委
員長）及び坂野仁留学生センター長（同委員会副委員長）
の臨席の下、田中理事（副学長）から奨学生に証書が授
与され、「本奨学金は教職員、卒業生の方々からの寄附
金から支給されるものである。優秀な留学生の皆さんに
は、研究・勉学の成果を期待している」との挨拶があった。
その後、奨学生を代表して大学院人文社会系研究科修士
課程の方乙晴さん（中国）から、「一度社会に出てから、
やはり学びたいという気持ちを抑えきれず留学し、経済
的に苦しい中、奨学金のお陰で学業に専念することがで
きるようになった。皆さんの期待に応えることができる
よう頑張りたい」との謝辞が述べられた。
　なお、本奨学金受給者は、前身の外国人留学生後援会
から通算して今回で 290名となった。ここに本基金の趣
旨にご賛同いただいている皆様のご支援に対し、改めて
御礼申し上げる次第である。

東京大学外国人留学生支援基金

平成21年度第１回奨学生一同

　平成 21年度第３回教職員のための「学生のメンタル
ケア」講習会が、７月 15日（水）に柏キャンパス柏図
書館メディアホールにおいて開催された。
　本講習会は、平成 20年４月に発足した学生相談ネッ
トワーク本部の活動の一環として、平成 20年度から実
施されている。
　亀口憲治企画室長の挨拶の後、学生相談ネットワーク
本部精神保健支援室の大島紀人講師による講義「メンタ
ルヘルス講義」、亀口企画室長及び学生相談所の高野明
講師ら教員による演習「学生対応の演習」が行われた。
参加者 34名（７部局、教員 11名、職員 23名）は熱心
に講習に取り組んだ。質疑応答も活発に行われ、学生対
応への関心の高さがうかがえた。
　なお、より多くの教職員に参加していただきたい趣旨
から、今年度は、新たに白金キャンパスも加え、今後は
以下のとおり開催する予定である。

【今後の実施日程】
白金キャンパス　10月 22日（木）
本郷キャンパス　10月 28日（水）

第３回教職員のための「学生のメン
タルケア」講習会を開催

学生相談ネットワーク本部

平成 21 年度第 1 回 ｢ 外国人留学生支
援基金奨学生証書授与式 ｣ が開催さ
れる

本部留学生支援グループ
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　続く長濱特任助教は、JICAの海洋保全プロジェクト
でガラパゴス諸島に赴任した際に関わった海洋教育につ
いて講演した。ガラパゴス諸島が海洋保護区であるが故
に、住民と海との間に距離があることや移民増加による
環境汚染・資源枯渇の現状を述べ、貴重な海洋生態系や
環境を守るためにも、住民への教育が不可欠であると指
摘した。また実際に住民を対象とした授業の様子を紹介
し、「このような活動が海との関わりを考えるきっかけ
になり、興味を持つ人が増えれば」と希望を語った。
　質疑応答では、実際に海洋教育を受けたことがある学
生や、携わったことがある学生などの積極的な発言が目
立ち、若い世代の関心の高さが窺われた。
　
　次回のイブニングセミナーは９月 14日（月）18時か
ら開催されます。詳しくは海洋アライアンスのホーム
ページをご覧ください。多くのご参加をお待ちしていま
す。

海洋アライアンス　ホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp

イブニングセミナーの様子

　７月 22日（水）、農学部３号館・動物医療センター・
生命科学総合研究棟において、松本洋一郎理事（副学長）
が、山田一郎副学長、生源寺眞一農学生命科学研究科長
とともに安全衛生パトロールを実施した。
　役員によるパトロールの目的は、本学の安全衛生に対
する姿勢を自ら示すことにある。
　当日は、役員をはじめ環境安全本部、生源寺農学生命
科学研究科長ほか農学部安全衛生管理室等が、研究室、
薬品庫等を点検した。

大島講師による「メンタルヘルス講義」

学生相談所の教員による、紙粘土を使用した「学生対応の演習」

　７月 22日（水）、本郷キャンパス工学部３号館におい
て、第５回イブニングセミナーが開催された。今回は「海
洋教育」をテーマに、北澤大輔准教授（生産技術研究所）
と長濱幸生特任助教（アジア生物資源環境研究センター）
を講師としてお招きした。

・海洋教育のすすめ　　　　　　　　　北澤大輔准教授
・ガラパゴスの海洋教育　　　　　　長濱幸生特任助教

　北澤准教授は、自身が参加している海洋教育活動や海
洋教育の現状について紹介した。日本は四方を海に囲ま
れた海洋国家でありながら、一般市民の海や船に関する
知識・関心は必ずしも高くはない。北澤准教授は「この
ような状況を改善することは海事に関わる者の務め」と
して、一般市民向けの講演会の様子やわかり易さに配慮
したホームページを運営している。さらに今後、現在の
活動を継続すると同時に他団体との連携を深めていきた
いと意欲を述べて締めくくった。

第５回イブニングセミナー開催
海洋アライアンス

「安全衛生パトロール」実施される
本部環境安全グループ
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　６月４日（木）・５日（金）の２日間、法学政治学研究科、
公共政策学教育部合同で留学生の伊香保温泉見学旅行を
実施した。参加者は、留学生 26名、引率の教職員５名
の計 31名であった。
　集合はほぼ時間通りで、出発予定時刻９時に大型バス
で本郷キャンパスを出発できた。天候は梅雨入り間近の
曇り空だったが、みんなの気持ちは晴れ渡っていた。
　午前中、水澤観世音を見学し、昼食には日本三大うど
んの一つと言われる「水沢うどん」を食べた。
　次に訪れたのは、創作こけし工芸館「卯三郎こけし」。
指導員による説明の後、全員で栓抜きとしても利用でき
るこけしの絵付け体験をした。絵付け体験が、旅行中一
番印象に残ったという学生が多く、作品は大切な思い出
の品となった。
　さらに、榛名湖で遊覧船に乗ってから、創業 1576年
の老舗温泉旅館に到着した。夕食は群馬県産品づくしの
豪華な和食膳だった。夕食後は恒例の懇親会でゲームを
３つ行い、２時間ぐらい親睦を深めた。しゃべり足りな
い人たちは、宴会部屋に集い、温泉を楽しみにしていた
人は、温泉風呂に向かっていった。
　翌朝は、９時にホテルを出発し、手作りガラス工房「ハ
ルナグラス」と「おもちゃと人形自動車博物館」を見学
した。博物館内の昭和レトロパークが人気だった。帰り
の交通も順調で、予定どおり 16時 30分ごろ大学に到着
し、全員笑顔で解散した。
　参加者に旅行のアンケートを取ったところ、印象に
残ったことは、こけしの絵付け体験が一番多く、次に、
温泉と続いた。日本の文化財を見学し共通の体験を通じ
て親睦が深まり、楽しく有意義な時間を参加者全員で共
有することができた。

留学生見学旅行を実施

大学院法学政治学研究科・法学部、大学院公共政策学教育部

実験機器の安全使用についての意見交換

ボンベの固定状況をチェック！

　担当教員から研究内容の説明を受けた後、実験機器の
安全な使用、保護具の着用、薬品の保管状況、電気配線
の状況、ボンベや棚の固定などについて現状をつぶさに
見て回り、棚の転倒防止策・高温物取扱い時の手袋利用
の徹底など研究室独自の工夫も検分した。
　点検後、松本理事（副学長）から「安全の確保につい
ては風通しを良くし、同じ意識で相互に見合うことが必
要である」等の講評がなされた。
　なお、各部局においても部局長による安全衛生パト
ロールが順次実施されており、安全衛生管理の実態の把
握・改善に取り組んでいる。
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水澤観世音での集合写真

こけしの絵付け体験

懇親会での一場面、人文字「足」

　６月 22日（月）昼休みに、工学系等（工学系研究科、
情報理工学系研究科、工学部、VDEC、IML）において
地震訓練が実施された。天候が心配されたが、曇天の中、
訓練は全員参加で行われ、教職員、学生など 2800名の
参加があり、授業中の学生も教員の引率で訓練に参加し
た。

工学部２号館避難場所

　工学系等地震訓練は平成 11年度から毎年度行われて
おり、今回で 11回目の実施となる。今年度の訓練にあ
たっては、理学部７号館へ工学系等本部から一斉放送を
行えるよう設備化したことにより、理学部７号館に在居
する情報理工学系の構成員の訓練への参加が実現した。
新しい試みとして、地震によるエレベータ停止・閉じ込
めを想定し、エレベータ会社の協力の下、工学部 11号
館エレベータにて防災センター員による救出訓練が実施
された。

工学部 11号館エレベータ救出訓練

　
　今回の訓練では、突発地震発生時の対応行動訓練を目
的とし、初期対応→緊急対応→避難→安否確認、という
地震発生時の対応マニュアルに沿った行動が、号館対策
部（各建物の対策本部）と工学系等対策本部の間で連絡
を取りながら進められた。
　「訓練地震発生！」という一斉放送により、11時 40
分に訓練が始まった。まずは初期対応として、身の安全
の確保、火の始末、避難路の確保などを行い、その後、
工学部列品館に災害対策本部、各号館に対策部がそれぞ
れ設置され、緊急用 PHSを用いて各建物と災害対策本
部との連絡が開始された。さらに、各建物で被害想定（薬
品漏洩や火災、けが人の発生など）に応じて緊急対応を
とりながら、建物ごとに指定された避難場所に避難を
行った。この間、号館対策部は災害対策本部に逐次状況
を報告し、災害対策本部では連絡を受けた内容を記録班

工学系等地震訓練が行われる

大学院工学系研究科・工学部、大学院情報理工学系研究科
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ロシア国立海軍文書館長を招いて国
際研究集会を開催

史料編纂所

員がボードに記入することにより、全体の状況を把握し
た。避難完了後は、各避難場所で、工学系等の全構成員
が携帯している安全カードを用いた安否確認が行われ、
訓練が終了した。訓練の一連の状況は、その場で大学本
部に報告された。
　訓練終了後は、本部長の保立和夫工学系研究科長、避
難行動の専門家の関沢愛教授（都市工）、地震対策担当
専門委員の塩原等准教授（建築）、東京消防庁本郷消防
署の田中徹予防課長補佐の講評が一斉放送で参加者に伝
えられ、中尾安全衛生管理室長の挨拶で地震訓練が締め
くくられた。

保立研究科長による講評

　今回は、備蓄していた賞味期限の近いカンパン 2400
缶の配布を訓練終了後に行い好評であった。地震時の対
応を全員で実地訓練でき有意義であったが、一斉放送設
備の不備、PHSによる連絡での混乱、シナリオに依ら
ない訓練の必要性などの問題点や意見が報告されている
ので、来年度以降の課題としたい。

好評だったカンパン缶の配布

　７月１日（水）、史料編纂所（加藤友康所長）では、
ロシア連邦サンクトペテルブルグ市からロシア国立海軍
文書館長らを招聘し、「日露関係史料をめぐる国際研究

集会パート２」を開催した（日本学士院との共催）。
　研究集会では、ワジム・クリモフ教授（サンクトペテ
ルブルグ国立大学）から文久遣欧使節団に対するロシア
の外交的準備について、次いで、ロシア国立海軍文書館
マリナ・マレヴィンスカヤ副館長から、日露戦後期の海
軍駐在武官ヴァスクレセンスキー大佐と日本における活
動についての報告があった。
　最後に演壇に立った海軍文書館チェルニャフスキー館
長は、同館が所蔵する貴重史料 1.8万ファイルのヤルト
ロフスク市（西シベリア）への疎開と復帰について報告
した。1962年のキューバ危機により、核戦争の勃発を
危惧したソ連邦（当時）は、1969年、５つの連邦文書
館から膨大な貴重史料をヤルトロフスクの史料保存庫へ
運び込んだ。この史料群が 40年ぶりにもとの文書館に
復帰しつつあり、海軍文書館がその第１号となった。館
長のお話では、復帰した史料群は 60のフォンドで構成
され、中には艦隊司令官官房の議事録や日誌が含まれ、
18～ 19世紀の北太平洋･日本海域で活動したロシア艦
の記録も含まれているのだという。
　この疎開史料群については、ロシア国内でもその存在
すら全く知られていなかったため、この日の討論は大い
に盛り上がり、史料に基づいて議論ができる平和のあり
がたさをあらためて確認する１日となった。
　研究集会は、日本学士院による国際学士院連合関連・
日本関係未刊行史料調査事業の一環として行われた。文
書館長らは集会に先立って、プロジェクト代表者の保谷
徹教授とともに日本学士院を訪問し、久保正彰院長（本
学名誉教授）と親しく懇談した。また、集会終了後は、
長崎歴史文化博物館を訪れ、同館が所蔵する日露関係史
料の調査をおこなうなど、研究交流につとめた。

報告するチェルニャフスキー館長（東文研会議室にて）



14 No.1389   2009. 8. 25

長崎・悟真寺のロシア人墓地を調査する一行

　農学生命科学図書館本館は、耐震改修工事及び退避し
ていた資料の搬入が終了し、７月 13日（月）にリニュー
アルオープンした。これに先立ち、当日９時 30分より
古田元夫附属図書館長、工事関係者、生源寺眞一研究科
長、本間正義館長ほかの出席のもと式典を行った。

テープカットを行う古田附属図書館長（左）と
生源寺農学生命科学研究科長（右）

　工事は耐震補強だけでなく、スペースの有効活用を図
るため３階の旧事務室・館長室を PC端末室・閲覧室・
ゼミナール室へ改修し、また事務スペースを集約させ、
１･２階のメゾネット方式とした。
　併せてバリアフリーを目指し、多目的トイレ、エレベー
ター、スロープを新設した。
　１階の内装（腰壁）には本研究科附属北海道演習林か
ら産出した樹齢約 200年のマカバ材を使用し、穏やかな
空間を創出している。

本館１階玄関ホール

　当館は文科省の指定により、1977年度以降農学系の
外国雑誌センター館として、文献複写サービス等の情報
提供を行ってきた。工事期間中、学内外の皆様にご不便
をおかけしたことをお詫びしたい。オープン後は快適な
環境下で活発なサービスを展開しているところである。

　７月 14日（火）～ 16日（木）の３日間、総合文化研
究科の院生とソウル大学校の院生が集うセミナーが駒場
Ⅰキャンパスで開催された。この日韓合同セミナーは、
2006年以来毎年開催されており、今年が４回目となる。
プログラムがますます拡充され、日本の国際貢献や政治・
経済の制度、日韓両国が直面している社会的な問題や環
境問題等、幅広いテーマのセッションが用意された。両
大学の院生たちは、総合文化研究科の６名の教員による
オムニバス形式の講義をともに聴講し、議論を通じて理
解を深めあった。

熱心に講義を聴くセミナー参加者

　本セミナーは、ソウル大学校日本研究所が主催する日
本研修プログラムの一環として行われたものである。ソ
ウル大学校からは国際大学院を中心に、さまざまな専攻

農学生命科学図書館本館リニューア
ルオープン

大学院農学生命科学研究科・農学部

日韓合同セミナー開催

大学院総合文化研究科・教養学部
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の院生 15名が来日した。総合文化研究科からは、３日
間で延べ約 40名の院生が参加し、講義の時間だけでな
く昼食時間等も利用して、非常に活発な交流が行われた。

参加者による記念撮影

（写真撮影：黒木サオリ）

　アフガニスタンの医師 12名と日本の学生約 40名が、
アフガニスタンの保健医療人材育成についてともに学
び、ともに考える場として、「第４回学生のための国際
協力ワークショップ」が、日本国際保健医療学会・学生
部会との共催で、７月 18日（土）に医学教育研究棟で
開催された。
　アフガニスタンでは、内戦によって大学病院を含めた
医療施設が破壊され、医療従事者の多くが国外流出した。
そんな中、2005年より、日本の政府開発援助（ODA）
によって「JICAアフガニスタン国医学教育プロジェク
ト」が始まり、総合医の育成の支援をしてきた。その一
貫として、今年７月から８月にかけての１ヶ月半、アフ
ガニスタンの医師 12名が来日して当センターで研修を
受け、その研修プログラムの一つとして、本ワークショッ
プを実施した。
　ワークショップでは、まず初めに、カブール医科大学
のナスリ・モハマド・イドリース講師が、アフガニスタ
ンの保健医療と教育の現状ついて講演を行った。また、
当センター大西弘高講師が、これまで医学教育専門家と
して現地を８回訪れた経験を踏まえつつ、アフガニスタ
ンの保健医療のニーズと課題について講演を行った。
　続いて、アフガニスタンの医師と日本の学生が、７つ
の混成グループに分かれ、アフガニスタンで平等な保健
医療サービスを提供するための問題について分析し、発
表を行った。さらに、アフガニスタンが実際に直面して
いる課題として、「女性の医療者不足」、「教育機関や医
療機関がない州での保健医療サービスの提供」の２つに

対し、グループごとに解決方法の検討を行い、発表を行っ
た。アフガニスタンの医師の意見を聞きながら、解決に
向けた提案を一緒に考えていくプロセスは、日本の学生
にとって非常に有意義な経験であったと思う。
　アフガニスタンの医師への研修は、今年度から３年に
わたり年２回行われ、次回は今年 11月に行われる予定
である。

グループワークの様子

学生からの質問に答えるアフガニスタンの医師

第４回学生のための国際協力ワーク
ショップを実施

医学教育国際協力研究センター
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　情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを開催しています。
　９月は限定コースとして、Westlaw International／
Westlaw Japanの特別コースと、人気の高い「文献リス
トをサクッと作成」・「文献検索早わかり」コースを各２
回開催します。
　どのコースもパソコンを使って、実習できます。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。お気軽にご参加ください。

■自宅から検索するには？（ワンポイント講習会）
　９/14（月）12:10 ～ 12:30　
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCSアカウント認証による SSL-VPN Gatewayサービ
スを紹介します。

■文献リストをサクっと作成～ RefWorks を使うには～
　９/15（火）15:00 ～ 16:00　
　９/30（水）11:00 ～ 12:00　 
　Web上で使える文献管理ツール「RefWorks」の基本
的な使い方を説明します。データベースからのデータの
取り込み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習
します。

■文献検索早わかり
　９/16（水）15:00 ～ 16:00
　９/29（火）13:30 ～ 14:30
　図書、電子ジャーナル、雑誌論文、新聞記事など、各
種文献の探し方を、まとめてコンパクトに実習します。
（＊ SSL-VPN Gatewayサービスによる、自宅からの利
用方法の説明も含みます。）

■ Westlaw International / Westlaw Japan
　特別コース【今回限定】
　９/29（火）15:00 ～ 16:30
　世界の判例・法令等に関する情報を網羅したデータ
ベース「Westlaw International」および日本法の総合デー
タベース「Westlaw Japan」についての今回限定コース
です。提供元より講師を招いて開催します。

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要
　各回先着 12名。直接ご来場ください。

●いつでも･どこでも。オーダーメイドの出張講習会
　随時受付中！
　ご希望の内容、日時、会場などに応じたオーダーメイ
ドの講習会を承っています。卒論指導や進学予定者のガ
イダンスなど、授業の 1コマや、ゼミなどにいかがです
か ?　ご希望の内容、日時、会場、人数、連絡先を、メー
ルで下記までご連絡ください。（無料）
　出張講習会については、下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

●講習会やデータベース情報などを見逃さないために。
　Litetopi メールマガジン発信中。
　当係発行の Litetopi（リテトピ）メールマガジンは、
本学所属の方を対象に、各種データベースのニュースや
講習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記までメールでご連絡ください。（無料）

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

“情報探索ガイダンス”各種コースのご案内

情報基盤センター
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　第 36回ミニシンポジウムでは“Role of translational 
drug metabolism and transporter research in new 
drug discovery and development”と題しまして、ヒト
における医薬品の体内からの排泄を担う代謝酵素、薬物
トランスポーターに焦点をあてます。
　ヒトにおける体内動態特性、個人間変動や薬物間相互
作用などのリスクを、医薬品開発の初期において予測す
ることが重要であることは、すでに周知の通りです。in 
vitro試験系としてヒト組織を用いることで大きく予測
性が改善した部分もありますが、未だ動物試験の結果を
そのまま当てはめるしかない部分もあり、克服するべき
課題となっています。
　本シンポジウムでは、当研究室におけるヒト体内動態
予測のための最近の基礎研究の成果とマイクロドージン
グを用いた実証研究をご紹介するとともに、国内外の製
薬企業において第一線で体内動態予測に取り組んでいる
研究者を講師としてお招きし、製薬企業における取り組
みと展望をご紹介していただきます。
　今後、どのような方向でヒト体内動態、さらには薬効・
有害作用の予測へと展開させていくのか、皆様とともに
議論していきたいと思います。

日時：９月 17日（木）　９：30～ 17：40
会場：本郷キャンパス　理学部１号館　小柴ホール
主催：東京大学大学院薬学系研究科分子薬物動態学教室
共催：東京大学 G-COE「学融合に基づく医療システム

イノベーション」
協賛：Capsugel Japan、日本薬剤学会、日本薬物動態学

学会、東京大学ナノバイオ・インテグレーション
研究拠点

定員：200名
参加費：～８/31 一般 1000円　学生・ポスドク無料
　　　　９/１～ 一般 2000円　学生・ポスドク 500円
申し込み方法：下記サイトからお申し込みください。
http://www.f.u-tokyo.ac.jp/̃sugiyama/Symposium/ 
090917/symposium090917.html
講演は英語で行います。

９：30～９：35 Opening Remarks 

９：35～ 10：15 Yuichi Sugiyama, The University of 
Tokyo

Effective Use of Microdosing and PET Studies in New 
Drug Discovery and Development
 

10：15～ 10：40 Hiroyuki Kusuhara, The University 
of Tokyo 

Characterization of Drug Transporters in Blood Brain 
Barrier and Renal Epithelia： Use of Gene KO Mice
 
10：40～ 11：05 Kazuya Maeda, The University of 

Tokyo 
Prediction of the Hepatic Clearance of Transporter 
Substrates from In Vitro Experiments
 
11：05～ 11：45 Discussion 

11：50～ 13：00 Lunch
 
13：00～ 13：35 Jinding Huang, National Cheng 

Kung university Medical College
How will CYP3A5 genotypes affect inter-individual 
and inter-ethnic variation of drug disposition and 
development?
 
13：35～ 14：10 W. Polli, GlaxoSmithKline, Inc.
Clinical Drug and Toxicological Interactions Involving 
Drug Transporters： A Case Study of Lapatinib
 
14：10～ 14：45 Jasminder Sahi, Invitorogen
Use of Human Hepatocytes in Predicting Metabolism 
and Transport of Drug Candidates
 
14：45～ 15：20　Saeho Chong, Bristol-Myers Squibb
Challenges in Optimization of ADME Properties of 
New Drug Candidates
 
15：20～ 15：45 Noriko Okudaira, Daiichi Sankyo 

Co., LTD.
Evaluation of Enzyme and Transporter Mediated 
Drug-Drug Interactions
 
15：45～ 16：10　Recess
 
16：10～ 16：35 Minoru Tsuda-Tsukimoto, Mitsubishi 

Tanabe Pharma Corporation
Effect of Genetic Polymorphism of CYPs and Drug 
Transporters on the Pharmacokinetics of Organic 
Anions
 
16：35～ 17：00 Makiko Kusama, The University of 

Tokyo
In Silico Classification of Major Clearance Pathways 
of Drugs Based on Physicochemical Properties： How 
Can Pharmaceutical Industries and Regulators Use 
this Approach in Drug Evaluation? 
 

第 36 回分子薬物動態学教室ミニシンポジウム

大学院薬学系研究科・薬学部
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17：00～ 17：40 General Discussion 

18：00～ 20：00 Reception in the Sanjo Kaikan 

お問い合わせ：
hseizai2@mol.f.u-tokyo.ac.jp 又は 03-5841-4770
東京大学大学院薬学系研究科分子薬物動態学教室
楠原、宮本まで。

　工学部・工学系研究科では、本年度も「技術発表会」
を下記のとおり開催いたします。この発表会は技術系職
員が職務上で得た技術的知見を発表し討論を行うことに
よって、相互技術交流を活性化させることを目的として
おります。是非ご参加下さるようお願い申し上げます。

日時：９月 29日（火）10：00～ 17：30
会場：工学部２号館　221号講義室
内容：特別講演「大学における技術開発と産学連携」
　　　影山和郎教授
　　　（前技術部長、工学系研究科技術経営戦略学専攻）
　　　口頭発表、ポスター発表
参加費：無料（懇親会 2,000円）
問合せ先：技術発表会事務局
E-mail：2009tse@tse.t.u-tokyo.ac.jp
http://www.ttc.t.u-tokyo.ac.jp/

「第 24 回東京大学工学部・工学系研究科技術発
表会」開催のお知らせ

大学院工学系研究科・工学部

14
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発令日、部局、職、氏名（五十音）順
人事異動（教員）事   務   連   絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

21.7.31 武内　巧 辞　職 大学院医学系研究科准教授
21.7.31 藤島　実 辞　職（広島大学大学院先端物質科学研究科教授） 大学院工学系研究科准教授
21.7.31 山田　亮 辞　職（京都大学大学院医学研究科教授） 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター准教授

（採　　用）
21.8.1 秋山　昌範 政策ビジョン研究センター教授
21.8.1 鹿島　久嗣 大学院情報理工学系研究科准教授

21.8.1 牧野　浩志 生産技術研究所附属先進モビリティ研究センター准教
授 九州地方整備局長崎河川国道事務所長

（昇　　任）
21.7.16 西山　伸宏 大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター准教授 大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター講師
21.7.16 大澤　幸生 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
21.7.16 山下　真司 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
21.7.16 山口　和也 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師

21.7.16 DODBIBA
GJERGJ 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科助教

21.7.16 小川　桂一郎 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
21.7.16 齋藤　兆史 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
21.7.16 長木　誠司 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授

21.7.16
DE VOS
PATRICK
HENRI

大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授

21.7.16 安岡　治子 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
21.7.16 清水　久芳 地震研究所附属海半球観測研究センター准教授 地震研究所附属海半球観測研究センター助教
21.8.1 駒木　文保 大学院情報理工学系研究科教授 大学院情報理工学系研究科准教授
21.8.1 大岡　龍三 生産技術研究所教授 生産技術研究所准教授
21.8.1 岸　利治 生産技術研究所教授 生産技術研究所准教授

jpeg tif
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E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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21

URL

http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou_ j.html

TEL 03-3811-3393
22031

E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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特集
02	 高校生のためのオープンキャンパス 2009 開催
05	 役員就任・退任の挨拶

06	 本部国際企画グループ
	 「潘基文国連事務総長と学生とのタウンミーティン

グ」開催される
06	 本部環境安全グループ
	 「安全講演会」、開催される
07	 地球観測データ統融合連携研究機構
	 第３回データ統合・解析システム（DIAS）フォー

ラムを開催
08	 海洋アライアンス
	 第４回東京大学の海研究「海の現在と明日」開催さ

れる
09	 本部留学生支援グループ
	 平成 21年度第 1回 ｢外国人留学生支援基金奨学生

証書授与式 ｣が開催される
09	 学生相談ネットワーク本部
	 第３回教職員のための「学生のメンタルケア」講習

会を開催
10	 海洋アライアンス
	 第５回イブニングセミナー開催
10	 本部環境安全グループ
	 「安全衛生パトロール」実施される

11	 大学院法学政治学研究科・法学部、大学院公共政策学教育部
	 留学生見学旅行を実施
12	 大学院工学系研究科・工学部、大学院情報理工学系研究科
	 工学系等地震訓練が行われる
13	 史料編纂所
	 ロシア国立海軍文書館長を招いて国際研究集会を開催
14	 大学院農学生命科学研究科・農学部
	 農学生命科学図書館本館リニューアルオープン
14	 大学院総合文化研究科・教養学部
	 日韓合同セミナー開催
15	 医学教育国際協力研究センター
	 第４回学生のための国際協力ワークショップを実施

16	 発掘！総長室総括委員会　第 15回
17	 Crossroad 〜産学連携本部だより〜 vol.45
18	 インタープリターズ・バイブル vol.25
18	 Relay	Column「ワタシのオシゴト」　第 42回
19	 コミュニケーションセンターだよりNo.59
19	 ケータイからみた東大	〜東大ナビ通信〜

20	 情報基盤センター
	 “情報探索ガイダンス”各種コースのご案内
21	 大学院薬学系研究科・薬学部
	 第 36回分子薬物動態学教室ミニシンポジウム
22	 大学院工学系研究科・工学部
	 「第 24 回東京大学工学部・工学系研究科技術発表

会」開催のお知らせ

23	 人事異動（教員）
26	 巻末特別記事
	 What's	going	on?「行動シナリオ」Vol.1

28	 ライプツィヒ詣

部局ニュース

◆ 表紙写真 ◆

NEWS
一般ニュース

INFORMATION

事務連絡

お知らせ

淡青評論

コラム

オープンキャンパス風景
（２ページに関連記事）

早いもので、８月ももう終わりです。今年は夏らしい日も少なく、そして、夏らしいこともあまり
していないなぁと感じています。さて、実は先月号より、学内広報では、「写真募集」を開始してい
ます！！（皆様、お気づきでしたか？）今月号にも記念すべき第１号投稿写真を掲載しております
が、このコーナーは、あなた自身の作品が学内広報に掲載される大チャンスです！担当者一同、首
を長くしてお待ちしていますので、腕に自信のある方もそうでない方も、良い写真が撮れました
ら、ぜひ投稿をよろしくお願い致します。（り）



ライプツィヒ詣

　小さな発見を積み重ねて大きな定理へと帰納する。文学部の研究であっ

ても手順は同じである。ときおり豪快な理論が学界を一度は席巻したよう

に見えても、じつは土台が甘くて瓦解することがあるのもこれまた同じ。

ただし対象全体のひろがりに比して個々の対象に挑む研究者の割合が小さ

いからか、あるいは手続き上どうしても蓋然性にかけざるをえない部分を

含むがゆえか（研究しても儲からないから、ましてや無用だから、とはいいたくない）、学問の進化は自然諸

科学のようにはやくはない。

　私がこの 20年間かけて１冊の本を書くために、いつも立ち戻るべき最初の位置にすえてきた学者（G.ヘル

マン）はドイツ・ライプツィヒのひとである。ただし彼の生年は 1772－ 1848。あいだにフランス革命をは

さんでいる。もっとも彼はライプツィヒの戦いのおりに「紅旗征戎わがことにあらず」であったそうだ。

　ヘルマンのあと古代ギリシャの韻律理解を大きく前進させた P.マース（1880－ 1964）はベルリン大学で

教育を受けたあと、東プロイセンのケーニヒスベルクの教授だった。彼もまた世間知らずで強制収容所送り

は必至、友人の尽力がなければ亡命できずユダヤ人として殺されていたであろう。

　先日ライプツィヒにヘルマンを詣でた。といっても遺品は僅かである。ライプツィヒ大学はドイツ統一後、

古典文献学の復興に新たにがんばっている。ヘルマンの時代には世界有数の中心地だったのに。それでもケ

ーニヒスベルクよりまだよい。このいまやロシア領となり名前をも失った町には大学があるのか。

　自分をヘルマンやマースといった巨人達に比すほどうぬぼれてはいないが、それでも辺境の地にいる私で

も、彼らの業績を僅かなりとも引き継ぎ発展させたとの自負はある。200年後に誰か私を詣でてくれないか

なあ。しかしそもそも東京に大学は残っているのかしら。

逸身喜一郎（大学院人文社会系研究科・文学部）
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東京大学広報委員会
〒 113 − 8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報グループ
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

［訂正］

学内広報において、一部誤りがありましたので訂正いた
します。関係部局および関係者の皆様に深くお詫び申し
上げます。

No.1388（2009.7.27）
43ページ：本文上から５行目

（誤）1932年９月に～
（正）1942年９月に～


